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バーゼルワールド2019

パテック フィリップ ジュネーブ

パテック フィリップ、バーゼルワールド2019において
2つのコンプリケーテッド・ウォッチに代表される卓越した数々のニューモデルを発表

時計業界の毎年一度の大イベント、バーゼルワールドの伝統に忠実に、パテック フィリップは、15種類にお
よぶニューモデル（紳士用10種類、婦人用5種類）を発表する。これらのニューモデルにより、マニュファク
チュール パテック フィリップの現行コレクションはさらに一貫性に富み、ハーモニーに溢れ、充実したものと
なることだろう。

新しいグランド・コンプリケーション、プラチナ仕様の自動巻アラーム・トラベルタイム5520P-001モデル
は、技術革新の新たな到達点を示すものであろう。エクスクルーシブなデュアル・タイムゾーン機構に、クラ

シックなゴング1本をハンマーで打つ24時間表示アラームを組み合わせている。世界を飛び回るトラベラーに
最適なこのタイムピースは、これらの機能を完全に統合したムーブメントを搭載しており、新たに4件の技術特
許を申請中である。

パテック フィリップはまた、カレンダー時計の分野でも新しいコンプリケーションを発表する。新しいカラ
トラバ・ウィークリー・カレンダー 5212A-001モデルは、曜日と日付に加え、今日が1年の何週目かを示す週番
号を表示する。このステンレススチール仕様のニューモデルは、多数のパフォーマンス向上を計ったまったく

新しい自動巻基本キャリバーを搭載している。

デザイン面では、マニュファクチュール パテック フィリップは紳士用コレクションのフラッグシップ・モデ
ルのいくつかを一新し、これまでになくユニークなスタイルを与えている。パテック フィリップの最も複雑な
腕時計（20の複雑機能）、グランドマスター・チャイムの2枚のブルー・オパーリン文字盤を備えた新しいホワ
イトゴールド・バージョンには、技術的壮挙とエレガンスが凝縮されている（6300G-010モデル）。自動巻ミニ
ット・リピーター 5078モデルの新しいホワイトゴールド・バージョンは、渦巻とアラベスク模様を配した黒七
宝文字盤が希少なハンドクラフトへのオマージュとなっている（5078G-010モデル）。新しくデザインされたイ
エローゴールド・ケースを備えたワールドタイムは、世界地図をかたどったクロワゾネ七宝文字盤を配してい

る（5231J-001モデル）。他に類を見ない独自性溢れるレギュレータータイプ年次カレンダーの新しいローズゴー
ルド・モデルは、チャコールグレー・エボニーブラック・グラデーションの2トーン文字盤を備えている
（5235/50R-001モデル）。クラシックなデザインを誇るクロノグラフ（コラムホイール、水平クラッチ、手巻）
は、ヴィンテージ・ニュアンスのケースと、リデザインされた文字盤により一新された（5172G-001モデル）。
年次カレンダー搭載クロノグラフのニューバージョンは、ローズゴールド・ケースとブラウン・ソレイユ文字

盤を備えている（5905R-001モデル）。年次カレンダーとムーンフェイズ表示を備えたステンレススチール仕様
のノーチラスは、新しいブルー文字盤によりカジュアル・エレガンスをより強調している（5726/1A-014モデ
ル）。一方ホワイトゴールド仕様のアクアノート・ジャンボの新しいバージョンでは、カーキグリーンの外装に

より若々しくダイナミックなスタイルがさらに高められている（5168G-010モデル）。
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婦人用タイムピース・コレクションにも、数々の洗練されたリニューアルが行われた。ベゼルにダイヤモン

ドをセッティングしたステンレススチール仕様の婦人用自動巻ノーチラスは、ケース径がわずかに大きくなり、

新しい文字盤カラーと相まって手首における存在感が増している（7118/1200A-001、118/1200A-010、
7118/1200A-011モデル）。またローズゴールド仕様の婦人用自動巻ノーチラスは、ベゼルにダイヤモンドをセッ
ティングしない、シルバー・オパーリン文字盤、ゴールド・オパーリン文字盤をそれぞれ備えた新しい2つのモ
デルが、カジュアルな魅力とエレガンスをさらに高めている（7118/1R-001、7118/1R-010モデル）。パテック
フィリップ・ダイヤモンド・リボン・ジュエリーは、新体操のリボンを思わせる、ケースを取り巻くユニーク

なセッティングのダイヤモンドの列と、文字盤を渦巻状に飾るブリリアントカット・ダイヤモンドが、ひとま

わり大きくなったホワイトゴールドのケースにより存在感を増している（4978/400G-001モデル）。さらに文字
盤に羽毛のモチーフが刻まれたカラトラバ・ハイジュエリーは、セッティングされたダイヤモンドとブルーサ

ファイヤが、新しい白と青のハーモニーを創り出している（4899/901G-001モデル）。パテック フィリップの婦
人用コレクションの最新モデルTwenty~4 Automaticには、時を超越したエレガンスをさらに強調し、ダイヤモ
ンドを全面にランダム・セッティングした新たなローズゴールド仕様のハイジュエリー・モデルが加わった。

伝統工芸技術の保護育成に力を注ぐパテック フィリップは、手彫金、クロワゾネ七宝、七宝細密画、ファイ
アンス（七宝を施した陶器）、木象嵌などの希少なハンドクラフトへのオマージュとなる作品を創作している。

これらの工芸技術により装飾された懐中時計、腕時計、ドーム・テーブルクロックの新作は50点以上を数え、
いずれもが究極のクラフトマンシップを体現しているといえよう。
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